
１．平和な町づくりについて 

ア、安倍政権における集団的自衛権行使容認の閣議決定に関連して 

①平和憲法の根幹である９条のこのような解釈改憲への見解について 

②本市内でも自衛隊員の募集が行われているが、海外派兵で自衛 

隊が戦闘地域に行けば、それらの若者が犠牲になる可能性がある 

のではないか。 

③市議会は、「集団的自衛権の行使容認しない」意見書を政府に提 

出しましたが、市長も同様な意見書を提出する必要があるのではな 

いか。 

２．経済的格差社会の是正について 

ア、消費税増税及び景気回復について 

①消費税１０％増税に対する先の上毛新聞への市長回答における判断材料について 

②円安・株高のアベノミクスでは、本市のような地方経済は回復しないのではないか。 

③所得が低いほど負担が重くなる消費税に頼るのでは、市民平均所得が低い本市と平均

所得が高い都市との格差が広がるばかりではないか。 

④ 大都市圏と地方都市との経済的格差是正についてはどのような対策を考え実施してい

くのか。 

⑤平均所得が高い地域との格差是正は福祉的施策での対応が必要ではないか。 

３．人口減少対策について 

ア、子育て支援について 

①インフルエンザ予防接種の子どもへの助成について 

②保育園給食の完全公費化実施（と財政負担推計）について 

 

 

 

 沼田市議会は１１月２０日臨時議会が開催され、人事院勧告に沿った職員給与が改定されました。今年は７年

ぶりに民間給与が上昇し、公務員給与が下回ったとして、増額の人事院勧告に準じて職員の給与改定を行ったほ

か、職員、常勤特別職（市長など）、議員の期末手当て等を年間０．１５ヶ月引き上げました。補正予算では、グ

リーンベル２１の７階部分（旧笹屋ホテル結婚式場）の購入費用約４，３００万円を可決しました。 
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 １９日、市保健福祉センターにおいて平

成２６年度沼田市社会福祉大会が開催さ

れ、社会福祉事業推進協力者・団体などの

表彰・感謝が行われました。 

 任期満了に伴う昭和村議選は、２５日告示され定数１２に対し現職

７人、新人６人の１３人が届け出をし、選挙戦に突入しました。 

 日本共産党は、８期目を目指す林幸司村議が立候補しました。林幸

司候補以外は全員無所属。投開票は３０日に行われます。 

 林幸司候補は、県下一高い国保税の引き下げや、給食費の無料化な

ど子育て支援のいっそうの充実を目指す公約を掲げ、街頭宣伝で全世

帯に支持を訴える先頭に立って奮闘しています。ぜひみなさんのご支

援をよろしくお願いいたします。 

 

平成２６年第７回（１２月）沼田市議会定例会が１２月２日から開催

されます。今議会の付議予定事件は、白沢・利根振興局廃止に伴う新市

建設計画の変更による支所設置条例の制定や市税条例の一部改正、グリ

ーンベル２１の残っている１５％部分の購入予定費約６，６００万円を

含む、平成２６年度一般会計外７件の補正予算などです。一般質問は１

０人が提出しました。４・５・８日に行われる予定です。 

２１日、中央公民館において「熊

の子保育園と横山市長など市幹部

との懇談会」が行われました。 

熊の子側は、社会福祉法人熊の

子会、熊の子保育園、熊の子保育

園保護者会合同で、子ども・子育

て て支援新制度の実施にあたって保育水準の後退がないような取り組

みを求めることなど１４項目の要請を行い懇談しました。 

懇談会の始まりにあいさつする横山市長 

津久井会長から表彰状を

受け取る被表彰者の代表 

井之川博幸市議 


